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初期は
間断潅水等の水管理を！

ちょっと寂しく見えるけど大丈夫! 茎数33～36本はこれくらい！
（中干し開始時期のたんぼの様子）

疎植は葉色が濃いけれど
しっかり穂肥をやっていれば大丈夫！

出穂前後は
水を切らさないよう注意！

植付本数は株あたり5～6本で！ 穂肥……出穂 22日前・12日前
調節肥…出穂 40日前 （生育に応じて） 落水は出穂後30日以降に

中干しは軽く
ヒビが入る
程度でOK!

出穂後にカメムシ防除を！
（畦畔の除草を徹底）

刈取適期は籾・枝梗の黄化度90％を目安に！
しっかり登熟を確認してから収穫しましょう！

株当り茎数

水　管　理
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■あきたこまち栽培暦　（秋田県全域　37株植）

9/208/55/20

9月中旬

収穫

8月上旬

出穂

7月上中旬まで

中干し調節肥

6/25
出穂
40日前

5月中下旬

田植
元肥

7月中旬

穂肥
1回目

7月下旬

穂肥
2回目

幼穂形成期前までに
中干しを完了する

7/13～15
幼穂
形成期

7/23～25
減数
分裂期
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中干し期間 早刈禁物 !!
籾・枝梗の黄化度を見て

収穫すること!

33～36本
1株あたりの茎数が

になったら中干し開始
軽くヒビが
中干しは

入る程度

コート肥料利用による
元肥一発施肥の場合は
穂肥不要 6月下旬（生育に応じて）


